様式２　　　
売買予約契約
　公益社団法人兵庫みどり公社（以下「甲」という。）と　　　　　　　　　（以下「乙」という。）は、甲が、農地売買事業において、末記記載の土地（以下「本件土地」という。）を事業要請者
　　　　　　　　　　　（以下「立会人」という。）の立ち会いのもとに、つぎのとおり売買予約契約を締結する。
（履行期限）
第１条　乙は、平成　　年　　月末日までに、甲との間で第３条以下の条件により本件土地を甲から買い受けるものとする。
（本件土地の管理）
第２条　乙は、前条に定める期限まで、農地売買事業の目的に従い本件土地を管理するものとする。
２　使用料は無償とする。

３　乙は、甲が保有する期間、甲の同意なく本件土地の形質を変更してはならないものとし、本件土地の使用にあたっては、善良な管理者の注意義務をもって本件土地を適正に管理しなければならない。
（本件の条件）

第３条　本件土地の売買は、甲が定める農地中間管理機構の事業の特例に関する規程、農地売買事業事務処理要領（以下「事務処理要領」という。）及び本件土地が対象となる農地売買等支援事業実施要綱記載の条件に従うものとする。
（保証金）

第４条　乙は、保証金として甲の本件土地の買入価格の２０％に相当する額を甲の指定する手続きにより、甲に納入するものとする。
（公租公課）

第５条　本件土地に対する公租公課は、所有権移転以前のものは、甲が支払い、それ以降のものは乙が支払うものとする。ただし、甲が支払った公租公課は、事務処理要領に基づき、本件土地の売買代金に含めるものとする。

（契約の解除）

第６条　乙が、第１条に反して甲より買い受けしなかった場合には、甲は契約を解除することができる。

２　甲は、前項の規定により契約が解除された場合、第４条の保証金を返還しないものとする。

３　乙は、契約を解除された場合において、本件土地に投じた有益費、必要経費その他費用があっても、これを甲に請求しないものとする。
（返還金）

第７条　甲は、乙の契約違反によらず、契約を解除する場合、第４条により納付を受けた保証金を乙に返還するものとする。

２　前項の返還金には、利息を付さないものとする。

（原状回復）

第８条　乙が、第２条第１項または第３項記載の各条件に違反した場合、及び第６条第１項の規定により契約が解除された場合には、乙は、本件土地を原状に回復してただちに甲に明け渡すものとする。

様式２
第９条　立会人は、契約の締結を証し、併せて円滑な履行とその完結のため甲及び乙に対し協力するものとする。

　　なお、契約が解除された場合、立会人は、甲から新たな農業者へ本件農地の売り渡しが完了するまで事業要請者の責務をもってあたるものとする。

第１０条　契約に定めのない事項について、疑義が生じたときは、甲・乙並びに立会人が協議して定めるものとする。

.

第１１　契約に関する一切の紛争は神戸地方裁判所をもって、第１審裁判所とする。

　契約の締結を証するため、本書３通を作成し、甲・乙及び立会人ともに記名押印のうえ各自その１通を保有する。
　平成　　　年　　　月　　　日

　　　　　　　甲　　　神戸市中央区下山手通５丁目７番１８号

　　　　　　　　　　　　公益社団法人　兵庫みどり公社

　　　　　　　　　　　　　理事長　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　乙　　　住　所

　　　　　（買受者）　

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

　　　　　　　　　　 （自署）

　　　　　　立会人

　　　　（事業要請者）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印
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